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沈降不活化
インフルエンザワクチン

H5N1型 （成人）

9

治験推進研究事業における医師主導治験の実施状況

平成20年4月1日現在

メシル酸イマチニブ
（再発あるいは治療抵抗性のc-kitあ

るいはPDGFR陽性肉腫）

クエン酸フェンタニル
（新生児及び小児の
全身麻酔の補助）

アルガトロバン
（ヘパリン起因性
血小板減少症）

塩酸イリノテカン
（難治性小児悪性固形腫瘍）

塩酸ベプリジル
（持続性心房細動）

タクロリムス水和物
（皮膚筋炎・多発性筋炎に

合併する間質性肺炎）

ﾃｶﾞﾌｰﾙ・ｷﾞﾒﾗｼﾙ・ｵﾃﾗｼﾙｶﾘｳﾑ配
合ｶﾌﾟｾﾙ剤 （食道癌）

PDT-レーザ
タラポルフィリンナトリウム

（悪性脳腫瘍）

イマチニブ・ヒドロ
キシカルバミド
（成人膠芽腫）

酢酸ﾘｭｰﾌﾟﾛﾚﾘﾝ
（球脊髄性筋萎縮症）

承認取得

治験中止研究中止

ﾌｪﾉﾊﾞﾙﾋﾞﾀｰﾙ
（新生児けいれんに対する
新投与経路・新剤型開発）

沈降不活化
インフルエンザワクチン

H5N1型 （成人）

承認申請

調整滅菌タルク
（悪性胸水）

沈降不活化
インフルエンザワクチン

H5N1型 （小児）

沈降不活化
インフルエンザワクチン

H5N1型 （小児）

L-アルギニン
（MELAS：脳卒中様症状を主体

とするミトコンドリア病の病型）

リツキシマブ
（小児難治性

ネフローゼ症候群）
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新規の医薬品や医療機器の産
業化に向けた実用化研究の基

盤が十分に整備されていない。

第3期科学技術基本計画のライフサイエンス分野推進計画より

民間企業における
・ 研究開発リスクの増大
・ 製品化の遅れ

開発の長期化

高コスト化

画期的治療薬等が患者・国民により早く届くようにするには・・・。

基礎研究科の成果の実用化に
向けた研究開発の強化が必要。

新規に研究を採択し、
事業を強化。

平成20年度予算額 ： 1，164百万円

平成2１年度予算要求額 ： (未定）

次年度の予算要求額

基礎研究成果の臨床応用推進研究基礎研究成果の臨床応用推進研究基礎研究成果の臨床応用推進研究

 


